
「みえる ひろがる かすがきた」 通信

春日北をかたるかい（会） みんなどげんしよー？

各団体の活動と寄せられた
サンキューメッセージ

参加者の声 （アンケートより）

＊他の所属の活動状況、目的を聞けて

良かった。

＊知り合えることで理解できる。

＊団体の意見発表がよかった。

＊みんなの横のつながりを作らないと

と思った。

＊校区全体にこんな会議があっていることを

知ってもらいたい。

＊時代とともに取り組む課題は変わるもので、

住民の事を聞くことも大切と思う。

柔軟に、いろんな人の意見も聞きながら、

これからのまちづくりを。

講師：福成 有美さん

（株式会社アテンド）

まち協が発足し「夢プラン」を作って7年目。

皆さんとお話の場を持ちたい。

ぜひ忌憚のない意見を出してください。

インタビュー（質問）カード
「

まちを知る、人を知る、想いを知る、活動を知る

春日北公民館
髙山館長

まちづくり協議会
永原会長

まずは皆さんと話したい！

まちづくり、地域づくり活動をされている団体の皆さんに参加いただき、

まずは顔を合わせ、知り合うことからスタートしました！

まずは「みえる」＝知り合うことから！と思っています。

どうぞ楽な気持ちで語り合ってください。

皆さんの活動を地域の方にも知ってもらえたら！

春日北校区は人口も子どもも増えています。このようなところは県内を

見回してもほとんどありません。だから春日北には、自分たちの手で、

他にはない「人口が増える中での地域づくり」を作る面白さがあります。

人生１００年時代です。長い時間を、この春日北地区で

自分の暮らしやすいように「好きな事させてもらう」と

取り組む団体があってもいいんじゃないでしょうか。

“自分のために”が、“地域のために”に繋がっていく

と考えて、そこをスタート地点にして

いただけたらと思います。

初めは緊張をときほぐすためにアイスブレイク！グループ内で行われた何気ない質問や会話

も相手を知るきっかけになりました。

続いて持たれたのは団体の活動を振返る時間。「どんな活動をしていますか？」「活動の目

的は？」 など準備された質問カードに、「昨年はこうだった」「今度はこうしたい」など、

皆さん話が尽きないようでした。そしていよいよ福成さんからインタビュー！

周りの団体から語られる活動内容に「ほ～」と感嘆の声が あがったり、抱える課題に

「そうそう」と共感の声が上がったり…。

改めてお互いの活動状況を確認し合うことができました。

アバンセ
上野事業統括

“自分のため”が”地域のため”につながって･･･

そして皆さんそれぞれに大切なまちづくりを担われていることがわかりました。

これをどう住民のみなさんに伝えていくか･･･。もしかしたら、知らないだけで、

地域づくりに一歩踏み出せないでいる方もいるかもしれません。

次回はどう知ってもらうか、巻き込んでいくかを一緒に考えていきましょう。
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課題解決支援講座（春日北） 第1回


